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私
の
政
治
信
念
で
あ
る
「
公
平
・
公
正
・

誠
実
・
思
い
や
り
」
を
基
本
と
し
、
常
に
初

心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
一
人
一
人
の
声
に

真
摯
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
困
っ
た
人
に
手

を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
行
政
で
あ
り
続
け
た
い

と
強
く
思
い
ま
す
。

　

目
前
の
課
題
に
対
し
て
、
現
状
の
対
応
だ

け
で
済
ま
せ
る
こ
と
な
く
、
将
来
設
計
を
見

通
せ
る
安
心
の
ま
ち
、
そ
し
て
「
み
ん
な
の

力
は
地
域
の
力
、
み
ん
な
で
創
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
宣
言
」
の
実
現
に
向
け
、
町
民
の

皆
さ
ま
と
手
を
携
え
な
が
ら
、
夢
と
希
望
の

町
づ
く
り
に
ま
い
進
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

む

す

び

に

令和２年度 町政施政方針（要旨） 令和２年度 町政施政方針（要旨）

　　町民の皆さまと手を携えながら
夢と希望の町づくりにまい進します　　

　

特
に
本
年
度
は
、
事
業
効
果
を
さ
ら
に
高

め
る
た
め
、
下
郷
町
と
の
共
同
開
催
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

【
企
業
支
援
】

　

製
造
業
な
ど
の
設
備
投
資
、
小
規
模
事
業

者
な
ど
の
持
続
的
発
展
や
挑
戦
、
一
定
の
条

件
を
満
た
し
て
立
地
し
た
企
業
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
生
産
性
や
企
業
業
績
の
向
上
と
雇

用
の
安
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
正
社
員
と
し
て
就
職
し
た
新
規
学

卒
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
生
活
、
こ
れ
ら

若
者
を
雇
用
し
た
企
業
へ
の
支
援
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
新
た
な
創
業
に
対
す
る
経
費

の
一
部
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の

活
性
化
や
雇
用
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

【
農
林
業
施
策
】

●
農
業
分
野

　

特
に
、
南
郷
ト
マ
ト
の
栽
培
を
志
す
若
い

世
代
が
新
規
就
農
者
と
し
て
定
着
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
全
国
に
誇
れ
る
南
郷
ト
マ
ト
の

ブ
ラ
ン
ド
を
生
か
し
て
、
引
き
続
き
新
規
就

農
者
の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

●
林
業
分
野

　

町
の
９
割
以
上
を
占
め
る
森
林
資
源
の
活

用
が
重
要
な
課
題
で
す
。
林
野
庁
と
の
人
事

交
流
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
人
材
育
成
や

雇
用
創
出
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
木
の
町
」
復
活
に
向
け
て
整
備

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
を
、
林
業
振
興
の
拠

点
施
設
に
位
置
づ
け
、
将
来
に
向
け
た
基
盤

機
能
の
発
揮
を
目
指
し
ま
す
。

【
出
生
率
の
向
上
】

　

現
在
の
町
の
合
計
特
殊
出
生
率
１
・
73
を
、

令
和
20
年
に
２
・
０
ま
で
上
昇
さ
せ
る
こ
と

を
目
標
に
、
結
婚
か
ら
子
育
て
ま
で
を
き
め

細
か
に
支
援
し
、
出
生
率
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

【
結
婚
支
援
】

　

地
域
全
体
で
結
婚
を
応
援
す
る
環
境
を
整

え
る
た
め
、
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

や
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
支
援
、
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
し
た
取
り
組
み
で
、
結
婚

を
望
む
方
が
交
流
で
き
る
場
を
創
出
し
、
地

域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
結
婚
を
応
援
す

る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　

特
に
、
子
の
結
婚
を
心
配
し
て
い
る
親
を

対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相
談
会
を
開

催
し
、
子
ど
も
の
婚
活
を
後
押
し
す
る
き
っ

か
け
を
作
り
ま
す
。

【
安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
】

　

妊
娠
や
出
産
の
過
程
で
、
心
身
や
経
済
的

な
不
安
を
取
り
除
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

不
妊
治
療
を
は
じ
め
と
し
た
助
成
制
度
や

訪
問
支
援
な
ど
の
継
続
と
充
実
で
、
希
望
し

た
時
期
に
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
体
制

を
整
え
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
と
不
安
を
軽
減
す
る

た
め
、
母
親
の
産
後
ケ
ア
や
多
子
世
帯
へ
の

支
援
、
保
育
環
境
の
充
実
な
ど
で
、
子
育
て

「
ひ
と
を
育
む
ま
ち
」

●
芸
術
文
化
の
保
存
・
伝
承

　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
「
前
沢

集
落
」
の
保
存
対
策
と
防
災
体
制
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
ホ
ー
ル
を
核
と
し
た
質
の
高

い
公
演
や
町
民
参
加
型
の
活
動
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
会
津
田
島
祇
園
祭
屋
台
歌
舞
伎

を
は
じ
め
、
先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

か
け
が
え
の
な
い
民
俗
芸
能
や
伝
統
文
化
の

保
存
・
伝
承
に
努
め
ま
す
。

【
自
然
景
観
の
形
成
】

　

町
の
豊
か
な
自
然
を
未
来
に
受
け
継
ぐ
子

孫
の
た
め
に
、
四
季
折
々
に
変
化
す
る
里
山

景
観
に
磨
き
を
か
け
、
地
域
の
宝
を
未
来
永

劫
伝
承
し
て
い
く
た
め
、「
移
り
行
く
四
季
、

人
と
自
然
を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」

を
宣
言
し
、
美
し
い
景
観
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
一
万
本
の
里
づ
く
り
事
業

を
進
め
て
い
す
。

　

集
落
や
地
域
ご
と
に
、
約
３
千
本
の
苗
木

が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
行
政
と

地
域
が
力
を
合
わ
せ
、
美
し
い
自
然
景
観
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

を
し
や
す
く
、
子
育
て
に
希
望
を
持
て
る
環

境
を
整
え
ま
す
。

【
保
育
環
境
の
充
実
】

　

昨
年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
幼
保
無
償
化

制
度
で
は
、施
設
利
用
料
の
無
償
化
に
加
え
、

町
独
自
に
副
食
費
の
無
償
化
を
実
施
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な

負
担
の
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
や
核
家
族
化
、
共
働
き
世

帯
の
増
加
な
ど
で
、
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
、
子
育

て
支
援
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
家
庭
の
親
と
子
が
、
気
軽
に
交
流

や
育
児
相
談
が
で
き
る
場
や
機
会
の
提
供
、

延
長
保
育
、
一
時
預
か
り
保
育
、
学
童
保
育

の
充
実
な
ど
、
地
域
と
と
も
に
き
め
細
か
な

支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
学
校
教
育
分
野
】

　

英
語
教
育
を
充
実
す
る
た
め
、
引
き
続
き

中
高
生
海
外
交
流
事
業
や
異
文
化
体
験
学
習

な
ど
を
継
続
し
、
小
中
高
を
通
し
て
英
語
が

話
せ
る
人
材
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
生
涯
学
習
分
野
】

●
生
涯
学
習
活
動
の
充
実

　
「
生
涯
を
通
し
健
康
で
、
目
標
を
も
っ
て

学
び
続
け
る
町
民
の
育
成
」を
基
本
目
標
に
、

自
然
や
文
化
の
大
切
さ
、
命
の
尊
さ
を
育
む

公
民
館
講
座
や
、
地
域
と
連
携
し
た
教
育
活

動
を
展
開
す
る
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
継
続

し
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
の
充
実
】

●
介
護
予
防
対
策

　

重
度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生

の
最
期
ま
で
続
け
る
た
め
、
住
ま
い
、
医
療
、

「
み
ん
な
が
輝
く
ま
ち
」

介
護
、
予
防
、
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供

さ
れ
る
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
体
制
を

整
え
ま
す
。

●
高
齢
者
支
援

　

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
高
齢
者
住
宅

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
世
帯
等
除

雪
支
援
事
業
の
継
続
で
、
高
齢
者
が
日
々
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

【
公
共
交
通
対
策
】

　
「
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
に
基
づ

き
、
高
齢
者
な
ど
の
移
動
手
段
を
向
上
す
る

た
め
、
デ
マ
ン
ド
交
通
を
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納

事
業
で
は
、
共
通
利
用
券
の
対
象
者
を
配
偶

者
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

【
新
た
な
過
疎
計
画
の
策
定
】

　

令
和
３
年
３
月
で
期
限
を
迎
え
る
南
会
津

町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を
、
総
合
的
な

過
疎
対
策
を
盛
り
込
ん
で
充
実
・
強
化
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
で
、
安
全
安
心
な
生
活

に
寄
与
す
る
た
め
の
新
た
な
過
疎
計
画
の
策

定
に
着
手
し
ま
す
。

【
防
災
対
策
】

●
国
土
強
靭
化
計
画
の
策
定

　

自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
、
減
災
対
策
を

加
速
さ
せ
る
た
め
、「
南
会
津
町
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
い
か
な
る
大
規
模
災
害

が
発
生
し
よ
う
と
も
、
致
命
的
な
被
害
を
負

わ
な
い
強
さ
と
速
や
か
に
加
え
、早
期
復
旧
・

復
興
で
き
る
し
な
や
か
さ
を
備
え
た
強
靭
な

地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
南
会
津
町
地
域
防
災
計
画
と
調

和
し
つ
つ
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
指
針
と
し
ま
す
。

●
地
域
防
災
計
画
の
策
定
支
援

　

伊
南
川
と
阿
賀
川
の
最
大
浸
水
想
定
区
域

の
見
直
し
に
あ
わ
せ
て
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
更
新
し
ま
す
。

　

ま
た
、各
地
区
自
主
防
災
組
織
を
中
心
に
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
「
自
助
・
共
助
」
を
基
本
と
す
る
、

各
地
区
防
災
計
画
の
策
定
を
支
援
し
ま
す
。

●
防
災
行
政
無
線
の
更
新

　

電
波
法
の
改
正
に
基
づ
く
新
規
格
へ
の
対

応
や
、
災
害
時
に
多
様
な
情
報
媒
体
に
一
括

し
て
情
報
を
発
信
す
る
た
め
、
本
庁
親
局
と

南
郷
地
域
の
設
備
を
更
新
し
ま
す
。

●
消
防
体
制
の
機
能
充
実

　

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
庁

舎
に
隣
接
す
る
、訓
練
棟
と
車
庫
棟
の
建
設
、

資
機
材
運
搬
車
な
ど
の
購
入
に
対
す
る
費
用

を
負
担
し
、消
防
機
能
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
田
代
山
山
腹
の
崩
落
対
策

　

さ
ら
な
る
山
腹
の
崩
落
と
河
川
へ
の
土
砂

流
出
を
防
ぐ
た
め
、
関
係
機
関
に
対
し
て
早

急
に
対
策
を
講
じ
る
た
め
の
要
望
を
継
続
し

ま
す
。

●
災
害
復
旧

　

昨
年
の
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
復
旧
は
、

緊
急
を
要
す
る
修
繕
な
ど
は
お
お
む
ね
完
了

し
た
の
で
、
今
後
は
農
地
や
農
業
用
施
設
の

早
期
復
旧
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
道
路
網
の
整
備
】

　

会
津
縦
貫
南
道
路
で
は
、
５
工
区
の
長
野

地
区
で
工
事
に
向
け
た
準
備
が
進
ん
で
い
る

ほ
か
、
栃
木
西
部
・
会
津
南
道
路
で
も
、
栃

木
県
側
の
一
部
区
間
が
、
国
の
直
轄
権
限
代

行
事
業
と
し
て
新
た
に
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
潟
県
三
条
市
と
只
見
町
を
結
ぶ
、

国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
の
工
事
も
着
実
に

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、「
八
十
里
越
連
携

戦
略
会
議
」
に
参
画
し
、
観
光
分
野
で
の
連

携
と
交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

主
要
道
路
の
整
備
が
進
む
こ
と
は
、
産
業

振
興
と
地
域
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
す
る
ほ

か
、
救
急
医
療
機
関
へ
の
搬
送
時
間
の
短
縮

で
救
命
率
が
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機

関
へ
の
働
き
か
け
を
継
続
し
ま
す
。

【
新
た
な
第
三
セ
ク
タ
ー
へ
の
期
待
】

　

新
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
第
三
セ
ク

タ
ー
「
㈱
み
な
み
あ
い
づ
」
は
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
効
率
的
な
経
営
と
柔

軟
性
の
あ
る
施
設
の
活
用
で
、
年
間
を
通
し

た
誘
客
戦
略
と
安
定
雇
用
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
住
民
の
福
祉
や
教
育
な
ど

を
、
総
合
的
に
担
う
会
社
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

【
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
】

　

東
京
五
輪
の
参
加
国
で
あ
る
ア
ル
メ
ニ
ア

共
和
国
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
を
機
に
、
会

期
中
に
会
津
田
島
祇
園
祭
を
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

ハ
ウ
ス
で
披
露
す
る
こ
と
で
、
町
の
魅
力
を

国
内
外
の
方
々
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
観
光
情
報

の
発
信
と
地
域
活
力
を
生
み
出
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

大
会
終
了
後
は
、
選
手
団
と
の
人
的
・
経

済
的
な
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
面
で
も
交
流
す
る
体
制
を
整
え
、
町
を
挙

げ
て
選
手
団
や
関
係
者
を
歓
迎
し
ま
す
。

第２次総合振興計画に掲げる〝まち〟の実現

「ひとが集まるまち」　「ひとを育むまち」　「みんなが輝くまち」


